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●平成23年 度事業計画及び収支予算

●能登町社会福祉協議会会員会費について

。第二者委員の紹介

●赤ちゃんへ紙おむつプレゼン ト

●ご寄付 ・義援金ありがとうこざいました

0で きこと

●行事予定&お 知らせ

目が不自由な方で広報紙の文字が見えない方は、首訳テープをお賞しいたますので社会福祉協議会までご連絡下さい。



平成23年 度 能 驚阿社会福祉協議会事業計画

《基本方針》

少子 ・高齢社会の進行、福祉に対する価値観の多様化、そして社会経済の低迷による失

業や雇用情勢の悪化等により、地域社会を取り巻く環境はますます厳しさを増してきてい

ます。

このような中、さまざまな課題を抱える住民を支えるための地域福祉活動はますます重

要になり、より地域に密着した福祉サービスが求められています。

社会福祉協議会で|よ、 「地域福祉の推進を図ることを目的とする」団体として自治会、

ボランティア、企業、行政、福祉団体、福祉関係者等の協力と連携を得ながら 「誰もが安 ,

心して喜らせるまちづくり」を目指します。

そのためには、社会状況や住民の新たな二十ズを的確に捉えた福祉活動と在宅福祉サー

ビスを推進すると共に、地域福祉の更なる充実に向け、身近な地域福祉の担い手として、

地域住民に信頼され必要とされる社会福祉協議会を目指してまいります。

圏 醸 圏 田 圏 霞 田 □ 圏
《事 業 計 画 》

圏 田 □ 醸 題 □ 田 騒 轟

1,法 人運営事業

(1)会 の運営

(2)財 政基盤及び管理の強化

(3)福 祉サービスに関する苦情解決体制の整備

2.地 域福祉活動事業の推進

(1)心 配ごと相談事業

(2)弁 護士無料法律相談事業

(3)福 祉サービス利用支援事業の推進

(4)地 域 ぐるみ福祉活動推進事業

(5)就 学児童祝い品支給事業

(6)子 育て必需品支給事業

(7)生 きがい活動支援事業

(8)給 食サービス事業

(9)ふ れあいサロン事業

00 福 祉用具貸与事業

11)民 生金庫貸付事業

1分 生 活福祉資金貸付事業 (県社協委託事業)

3.在 宅福祉サービスの推濃

介護保険事業

(1)居 宅介護支援事業 (ケアマネジメン ト)

(2)訪 間介護事業 (ホームヘルプ)

(3)通 所介護事業 (デイサービス)

障害福祉サービス事業 (障害者自立支援事業)

(1)相 談支援事業

(2)居 宅介護 (ホームヘルプ)

4.受 託事業の推進

(1)家 族介護教室事業の受託

(2)災 害時要援護者台帳及びマップ作成事業の

受託

(3)配 食サービス事業の受託

(4)ホ ームヘルプ事業の受託 (軽度生活支援事

業)

(5)学 童保育事業 (ささゆり学童クラブ)の 受

託
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5.指 定轡理撃業

(1)デ イサービスセンターの管理運営

(2)小 木生きがいデイサービスセンターの管理

運営

(3)老 人憩の家の管理運営

(4)老 人福祉センターの管理運営

6.ボ ランティア活動の支援

(1)ボ ランティア活動に関する相談及び1青報提

供

(2)ボ ランティア活動の啓発 ・養成講座を開催

(3)ボ ランティア協力校へ助成と支援

(4)能 登北部地域ボランティア連絡会の活動支

援

(5)ボ ランティア連絡会の支援

フと共同襲金遇動の推進協力

(1)共 同募金運動に対する協力

(10月1日～12月31日)

(2)歳 末たすけあい運動の実施

(12月1日-12月 31日)

8日広報、啓発活動の推進

(1)能 登町社会福祉大会の開催

(2)全 世帯に社協広報 「ふくしだよりのと」の

発行 (年3回発行)

(3)ホ ームベージによる情報提供

(4)福 祉イベン トなどの開催による啓発活動並

びに福祉活動の情報提供

(5)県 社会福祉大会並びに研修会等への参加

9口福祉団体の活動支援

・石川県共同募金会能登町分会

・能登町民生児童委員協議会

・能登町老人クラブ連合会

・能登町身体障害者福祉協会

・能登町遺族連合会

・能登町母子寡婦福祉協会

・日本赤十字社石川県支部能登町分区

・能登町赤十字奉仕団
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鶴 申 鶴 社会福祉協議会 会員会費について 中 餞 鶴

社会福祉協議会会員会費につきまして、町民の営様には、こ理解とこ贅同を賜りありがとうこざい

ます。また、町会長 ・区長の営様には会員募集についてご協力を賜り、誠にありがとうござしヽます。

平成23年度の会費につきましては、下記の福祉事業に活用させて頂く予定です。

◇ 地域福祉活動事業

ひとり暮らし高齢者のつどい

ひとり暮らし高齢者給食サービス

子育て必需品支結事業

地域ぐるみ活動支援事業

◇ 福祉関係団体支援事業

福祉団体助成費

ボランテイア協力校助成費

◇ 地域福祉活動事務費

社協広報紙発行費

その他

私たちが第王曽委員です !

第三者委員とは、福祉サービスの利用者が事業所等の職員に

苦惰の申し出をしにくい場合の苦惰受け付けや、申出人と苦惰

解決章任者との話 し合いへ立ち会い、助言や解決柔の調整を行

います。

氏   名 住  所

山下ミテ子 柿  生

石日 楽 子 笹

橋本 洋子 小  木

社会福祉協議会では、社会福祉協議会の会員会費を財源とし、子育て支援の一環として

ほ 育て必需品支結事業」を行つてしヽます。

〈対  象 〉

〈支 給 品〉

(申請方法〉

〈受取場所〉

出生時から能登町に住民票を置く赤ちゃん (6ヶ月以内)の 保護者

乳児用 紙 おむつ A/1サイズ

社会福祉協議会本所 ,各支所、能登町役場町民課、能都 ・柳日サービス課、

役場各支所 ・出張所にある申請用紙に必要事頂を記入し、社会福祉協議会

まで提出してください。

※申請は赤ちゃん 1人につき1□限りです。

紙おむつの受取は、社会福祉協議会本所 ・各支所にて申請喜とヨ|き換えに

お渡しします。

※受取り時、電子手帳など確認できる書類を必ずご持参くださしヽ。

④



ぎ寄衛窃甥ど色弱ぜぜいき10亀
社会福祉事業に役立ててほしいと次のとおりご寄付がありました。
温かいお気持ち、心から感謝申 し上げます。 (順不同 ・敬称略)

寄1寸者ご芳名 (平成23年 2月 1日～6月 30日まで)

皆様からのご寄付は、福祉事業に活用するため半分以上
を福祉基金に積み立て、そのほかは地域福祉活動等の事業
に有効活用させて頂いております。

東日本大震奨義援金‐のおキb
」ヽ木の汚野洋子さんより
100万円のご寄1寸がありました

氏  名 金 額

募 金 箱 11,325

合  計 11,325

3月 11日に起 きた東 日本大震災に際 し、皆様方の温かいお気持ちが数多 く寄せられました。
心よりお礼申 し上げます。この義援金は日本赤十字社、中央共同募金会 を通 じ被災者へ配分 さ
れます。なお、義援金の受付は引き続 き本所 。各支所等で行いますのでご協力をお願い します。

【日本赤十字社へ】 個人  【 日本赤十字社へ】

(順不同 ・敬称略)

団体  【 中央共同募金会へ】

氏  名 金 額

海老名隆治 12ョフ40

中道 義 広 10,000

石 坂
枝同

Ｈ
一本 10,000

柳瀬 茂 夫 10,000

そ の  他 39,016

合  計 81J756

※その他は5,000円 未満の個人の
義援金です。

氏  名 金 額

能登町母子寡婦福祉協会 20,000

能登町赤十字奉仕団 329,853

内浦健康クラブ フ2,960

第二八幡グランマ 11,000

読み聞かせグループ紙8、うせん 100J000

治 友 会 5,000

治 寿 々 会 5,000

能登町民生委員児童委員協議会 83,000

能登町老人クラブ連合会 199ョ650

能登町身体障害者福祉協会 37,572

社協能都支所職員―同 15,000

小木デイサービスセンター職員一同 20,000

合  計 899,035

0

氏  名 住 所 金 額(円) 氏  名 住 所 金 額(円) 氏  名 住 所 金 額(円)

」ヽ 坂 昭 夫 白 丸 100,000 森 谷 慧 雲 大 箱 150,000 偏 波 守 法 石 井 100,000

目 田  恒 男 当 目 1001000 山 下 栄 ―
時 長 100,000 磯 野 紀 明 」ヽ 木 50,000

大乗寺寒1多イ〒講中 30,000 井 谷 松 雄 /」ヽ 〉甫 100,000 下 谷 内 裕 之 色烏  田丁 100,000

妙来寺寒1多行講中 10,000 柳田中学校生徒会 プルタブ57キ回 瀬 戸 次 一
鳩 ,|| 100,000

水 滝 利 作 上 50,000 チ
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プ

輪
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ス

国

ミ

メ

タ

カ
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プ

高 崎   ― 矢 波 100,000

藪  八 代 松 上  町 30,000 芳 野 洋 子 」ヽ 木 lJ000,000

高 田  和  也 甲出津 100.000 内)甫り八 ビリ

友  の  会
185,230

蔭 田 大 介 召目  田] 100,000

演 高 秀 治 】】  利畏 100,000 山 本 一 成 」ヽ 木 100,000

高野山金岡1流往‖詠歌
法華寺、長福寺
本両寺、平等寺

50,000

兄 後 修 ―
天 坂 100,000 山 城 栄 ―

小 木 50,000

員 智 幹 雄 松  波 100,000 内 平 俊 春 笹 100,000

江 端 周 子 柳 田 50,000

濱  美 智 子 松 波 50,000 櫻 井   毅 甲出津 100,000

中 谷 武 晴 松 波 100,000 中   芳 晴 越 坂 50,000

赤 阪 浩 幸 鵜 )|| 100,000 釣 谷 清 子 小 木 100,000

田 中 む つ 子 小間生 100,000 沖 野 孝 義 小 木 50,000
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森韓寧町地域福祉セミ1犠
能登町の地域福祉を考える地域福祉セミナーは、2月26日 (土)

能登町福祉会館4階 ホールで開催 しました。

様々な人が暮らす地域社会では、地域課題も様々で、公的な

福祉サービスでは、対応できない生活課題が増allしてぃますが、

日頃の安否確認や日常生活の支援など、地域住民が少し援助す

ることで解決できることもあります。この地域の繋がりを今回

のセミナーのテーマに位置づけました。

第 1部 は、「無縁社会」や 「孤独死」など現在問題となつてい

ることから 「地域で安心して暮らすに|よ?」 と題して同志社大

学社会学部 示 日祐先生を講師に講演会を開催しました。

第2部 は、永日先生の話演を踏まえ、地域課題の発見と解決につしヽて、様々な機関 ・団体関係者がどう連携し

てい<の かを、町会区長会長 ・民生委員児童委員 ・単位老人クラブ会長 ・地域サロンボランテイア等に参加して

頂きグループワークを行いました。

最終報告では、どのグループからも 「能登町の地域をよくする絆を |」という熱い意見が出ていました。

姦韓寧叩ボランディア連絡舎mi,
社会福祉協議会に登録してしヽるボランティアグループ ・個人の代表

者及びリーダーが一堂に会し、平成23年度ボランティア連絡会総会が、

6月 17日 (金)内 浦福祉センターで開催されました。

現在の能登阿ボランティア登録|よ、73団体 (個人登録10人言む)

1′256人です。主な活動は、地域お楽しみ会やサロン活動、子育て支

援お話会 ・曽話や絵本の読み語りの会 '新舞踊 ・歌謡曲やシャンソン

など施設に披露する活動、ひとり暮らし高齢者に対する配食ボランティア ・交通安全 ・防犯など暮らしや環境整

備に関する活動など様々な活動が行われています。

総会では今年度の活動計画などを決めた後、研修会として、

の活動内容やボランテイアに対する思いを発表されました。

3月 に起きた東日本大地震に対しても、何かできないかと、

れました。

1   整 議を韓務畿畿鞭麟譲簾ンンン

平成23年度の家族介護教室がスター トしました。この事業

は、在宅で介護されているこ家族の方を対象に同じlCp間同士、

交流を深め、情報交換など行う事業です。

お楽しみメニューも入れて、ほんの少しの時間ではありま

すが介護から離れ、リフレッシュをして頂くことも目的のひ

とつです。

今回は県立香護大学教授浅見洋先生をお招きし、「地域でど

う生き、どう死ぬか」と題し、介護生活を通して家族の大切さ、かけがえのなさというものを改めて再確認でき

るお話をして頂きました

参加者は自分達と重ね合わせ、先生のお話に食い入るように耳を傾けていました。

3グループによる活動発表を行い、発表者|よ日頃 ャ

グループで義援金募集活動も行つたことも報告さ

家族介韻毅墨

〈
講
師
の
浅
見
先
生
〉

〈活動発表をする小垣地区サロン 「ひまわり会」〉

〇



〈
歌
を
唄
っ
て
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す
る
マ
マ
〉

祇.氏、 嗜鬱Ⅲ感転旗畿鹸畿熙稼岳雪暑暑]暑:;:F与5岳空獣暑t督言呂EttЪ喜え電竺毬

ベビーマッサージ敦裏
6月22日 (水)こ どもみらいセンター

能登町内の生後 1歳までの赤ちゃんとママさんを対象に 「ベ

ビーマッサージ教室」を開催しました。講師に輪島市立病院香

護師香木理枝子先生をお迎えして、10組の親子が集まりました。

赤ちゃんは、泣いたり笑つたりととてもにぎやかでしたが、

6月 30日 (木)り‖日植物公園芝生グラウンドゴル

フ場で行なわれた第3□能登町老人クラブ連合会グ

ラウンドゴルフ大会において、下記の方々が表彰さ

れました。

●第3□ 能登町老人クラブ連合会グラウンドゴルフ大会

時間が経つにつれてママさんたちの交流の輪も広がり、ハーブティを飲んだり、参加者同士で、お亘いの手を

マッサージしあったり、ゆつたりとした癒しの時間を過ごしました。

じ

千鶴会

桜寿会

姫長生会

姫長生会

大目たま子

大熊みつ子

嵐 ま れ子

餅木 祐 子

小棚木クラブ  高 日 澄 子

鳩川伸生会   川 崎  勉

鳩川伸生会   伊 勢加よし子

上町老人クラブ 中 林 誠 一

城山老人クラブ 木 屋 栄 造

城山老人クラブ 大 庭 トミコ

斉lll老人クラブ 栂   善 雄

不動寺長寿会  羽 根 正 男

不動寺長寿会  岩 坂 喜 通

白れ親和会   宮 本志さゑ

女性の部 第 1位

第 2位

第 3位

/ /

第4位

第5位

坂 登 茂枝

大庭 トミコ

桶屋 歌 子

重野かつみ

石屋敷栄子

大古 睦 子

五利会

五利会

勘平キクノ

金小 栄 ― 内溝造露渡 吉轟 悪 紛 死 '1

ひとめ審らし高齢者のつどい

フ月フ日に柳日地区、フ周8日 に内浦地区のひとり暮らし高齢

者のつどいが開催されました。

このつどいは、75歳以上のひとり暮らしの高齢者を対象に、地

域の交流や介護予防を目的に毎年開催しています。能登警察署に

よる防犯 ・交通安全の話利の後、上町保育所 ・松波保育園の園児

による可憂らししヽ踊りのアトラクションや、花幸会御供日幸子一

座によるお婆ちゃんコント等で、楽しいひと時を過こしました。

〈
御
供
田
幸
子

一
座
お
楽
し
み
シ
ョ
ー
〉

／

　

！

命
転
―

媛

9

第3回能霞阿宅人クラブ運含会
会長表影授与式並ぴに
グラウンドゴルフ大会

●優良老人クラブ

不動寺長寿会

●地区老人クラブ役員功労者表彰

団体表彰

第 1位  否 井女性テーム

第2位  白 山老人クラブ

第3位  松 波高砂会A

第4位  城 山チーム

第5位  松 波高砂会B

〈グラウンドゴルフ大会の入賞者の皆さん〉

智 親艤雑や

能都地区については、

1国人表彰

男性の部 第 1位  水 上 栄 治

第2位  東   藤 雄

第3位  小 原 良 勉

第4位  河 本 孝 造

第5位  作 原 明 雄

10月 に開催予定です。



☆ 弁護士無料相談のご案内

弁護士による無料相談を開催します。各□1人30分以内で4人まで受け1寸けます。
予約電話 フ2-2322

(相談無料 ・要予約)
社会福祉協議会本所まで

日 口寺 日寺 間
△
蚕 場

平成23年 9月 20日 (火) ]3:30-15:30 能都社会福祉会館

平成23年 11月 15日 (火) 13i30へ ′15i30 笹ゆり荘

平成24年 2月 21日 (火) 13:30-15:30 能都社会福祉会館

☆ ポランティア活動保険のこ案内
ボランティア活動中のケガや賠償責任を補償します !

ン 自宅から活動場所への往復途上や活動の為の学習会 ・会議などの事故も補償

ン ボランテイア自身の食qD毒ゃ感染症も補償

鶴 保険料補助あり

補償期間 :平成23年 4月 1日 (中途カロ入の場合は社協受付日の翌日)か ら平成24年 3月 31日 まで

※東日本大震災の被災地ヘボランティアに行かれる方は天災プランにカロ入してください|(補償内容が違います)

☆ 福祉用具 ・ポランテイア機材を貸出します。

福祉用具 (車椅子 ・電動ベツド)は 介護保

険でレンタルできない要支援者や身体に障害

のある方等に無料で貸し出します。

ボランティア団体 ・1□人には高齢者疑似体

験セットや室内用ペタンクセット等のレクリ

エーション機材を貸し出します。

詳しくは社会福祉協議会または社会福祉協

議会のホームページヘGOI

平成23年 度 行 事予定

【家族介護教室】
ぶどう狩り 8月11日 (木曜日)柳 田地区

8月30日 (金曜日)能 都地区

9月 9日 (金曜日)内 浦地区

【合同家族介護教室】
コンサート鑑賞  9月 30日 (金曜日)金 沢市

【能登町慰霊式】  10月 7日 (金曜日)

【能登町社会福祉大会】10月28日 (金曜日)

ン担配ごと船譲需熙
内浦地区

● 毎月 10日  13130～ 15:30

場所 内 浦福祉センター

● 毎月 20日  13i30～ 15i30

場所 小 木活性化センター

※土日視祭国の場合|よ翌日になります。

自宮者口」曜ュE玉
● 毎月 9・ 19日  10:00～ 12!00

場所 能 都社会福祉会館

※土日祝祭日の場合は前日になります。

※鵜川公民館で心配むと相談は下記日程で予定しています。

平成23年10月19日(火)、平成24年2月]7日(金)10100～ 12i00

柳 田 地 区

●毎月第2・第4火 曜園 10:00～ 12100

場所 笹 ゆり荘

※祝察日の場合はお休みになります。

上記以外で介護・福祉に関する相談は随時職員で対応します。

挿福焚能登日J社会福祉協議会
〒927-0602 石 川県鳳珠郡能登町字松波13字77番地

下EL(0 7 6 8 ) 7 2 - 2 3 2 2  F A X ( 0 7 6 8 ) 7 2 - 2 3 1 0

能 都 支 所  能 登 町 字 宇 出 津 ウ 字 10番 地 の 1

TEL ( 0 7 6 8 ) 6 2 - 3 5 6 2  F A X ( 0 7 6 8 ) 6 2 - 3 5 6 2

柳 日 支 所  能 登 町 字 柳 日 梅 部 198番 地

下EL(0 7 6 8 ) 7 6 - 0 0 8 8  F A X ( 0 7 6 8 ) 7 6 - 1 2 0 1
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